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平成２７年度第２回庁議提案 審議・報告・その他 

                     提 出 日：平成２７年４月２２日 

                     担当部・課：総務部危機対策課〔内線４１６８〕 

 

① 件  名 

 平成２６年度石巻市総合防災訓練のアンケート検証結果について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

 

【背景】 

  「自分の命は自分で守る」という意識を持ち、地域の防災力を高めるため地震・津波避難訓練を

全市一斉に実施し、訓練の実態と住民意識に関するアンケート調査を行った。 

 

【目的】 

市民の防災に関する意識の高揚と知識の向上を図ることを目的として全市一斉に総合防災訓練を

実施し、参加者・非参加者の意識、訓練行動の概要などについてアンケート調査を行い、また、地

域版津波避難計画の検討に総合防災訓練を効果的に活用するためのワークショップを一部モデル地

区で実施した。これらの総合的な分析により、訓練全体の評価、課題、改善点などを整理した。 

 

③根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

 

【根拠法令】 

 災害対策基本法第５条 市町村の責務 

 石巻市地域防災計画 第１６節 地域防災力の向上 第３ 防災訓練の実施 

 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】  

 第４章 安心して健やかに暮らせるまち 

 第７節 災害に対する備えを充実する 

   ３ 防災意識の向上と円滑な避難体制をつくる 

④提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

 

【経過】 

 ・平成２６年１０月１９日（日）   地震・津波避難訓練実施 

 ・平成２６年１０月～平成２７年３月 自主防災会・町内（区）会アンケート回収・検証 

                   モデル地区地域版津波避難マニュアル作成支援 

 

⑤主な内容 

 

別紙のとおり 

※ アンケート調査結果の分析、地域版津波避難マニュアル作成支援の報告、東北大学災害科学国際

研究所による検証結果等 

 

１ 訓練参加者は 13,185 人、参加率は 8.8％であった。 

  （昨年度：参加者 12,684 人、参加率 8.4％） 

２ 避難自動車による交通渋滞が深刻な問題となり、「原則徒歩」が謳われている中で、訓練において

参加者の９割近くが徒歩避難を実践していることは大きく評価される。 

３ 今後は訓練実施の周知拡大の取り組みに加え、他の災害を想定した訓練の実施や地域の実情に合

った訓練の場として活用してもらえるよう例示等を提示し啓発を工夫する必要がある。 
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⑥実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

 

 総合防災訓練の参加率向上だけでなく、地域住民の防災意識を高めていく取り組みを土台として、

総合防災訓練についてもおのずと参加意欲が高まるよう、被災地だからこそ共有できる住民の「防災

意識」を中心とした地域コミュニティの活性化が期待される。 

 

⑦他の自治体の政策との比較検討 

  

  

⑧今後の予定及び施行予定年月日 

 

【平成２７年度】 

・６月１２日（金） 職員図上訓練 

・１１月１５日（日）総合防災訓練 

 

⑨その他 

 

 


